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Favorable effect of the combination of vinorelbine and dihydropyrimidine 
dehydrogenase-inhibitory fluoropyrimidine in EGFR-mutated lung adenocarcinoma: 
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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究はEGFR遺伝子変異陽性肺腺癌におけるVNR+DIF併用療法の有効性をプラチナ製剤
併用化学療法とレトロスペクティブに比較し、VNR+DIF併用療法が良好な効果を示すメカニ
ズムについて検討したものである。その結果、VNR+DIFによる無増悪生存期間はプラチナ製
剤併用化学療法に比べ、有意に長かった。またVNRはin vitroにおいてEGFRの脱リン酸化 
作用を有し、これはVNRの細胞増殖抑制効果および5-FUとの併用における相乗効果のメカニ
ズムの一つである可能性がある。本研究の内容は、EGFR遺伝子変異陽性肺腺癌に対する
VNR+DIF併用療法の有用性を示唆するものであり、明らかに臨床腫瘍学の学術水準を高めた
ものと認める。 
 
